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金成小中学校との交流学習を終えて（中学部編） 

９月１７日（火）本校において、金成小中学校後期課程の支援学級生徒と本校中学部生徒が交流

学習を行いました。支援学級の生徒は、７年生が３人、８年生が３人、９年生が２人、計８人と、

本校の生徒とほぼ同じくらいの生徒数でした。開会行事で簡単な自己紹介を行い、その後はみんな

でボッチャ（パラリンピック競技）を行いました。両校の混合チームで、赤チーム、青チームに分

かれて対戦しました。作戦を考えながら真剣に、そして楽しくプレーしていました。チームの友達

を応援したり、敵味方なく、すばらしいプレーには拍手を送ったりしていました。最後の対戦で

は、先生方も加わり、大いに盛り上がりました。 

ボッチャの後は学年ごと分かれて、それぞれの活動で更に交流を深めました。 

学年ごとの交流の後は、お互いの学校の発表ということで、支援学校からは、音楽のが学習で行

っているボディパーカッションを披露しました。金成小中学校の生徒は、校外学習の様子を、写真

を交えて紹介してくれました。最後は、「また会いましょう。」と言ってお別れしました。充実した

交流会になりました。 

 

ボッチャ

 

 

 

支援部便り

タブレット端末の音声機能を使

って開会式行事の司会をしまし

た。 

役割分担をして司会や感想発表

を行いました。 



（小学部編） 
 ９月１３日（金）と１０月１日（火）に金成小中学校前期課程の３年Ａ組とＢ組の児童が金成支援学

校に来校し、本校小学部児童と交流学習を行いました。金成小中学校前期課程の３年生は、自分のクラ

スでリハーサルを行い、改善点を話し合い、本番に臨んでくれました。どうしたら喜んでもらえるか、

どうしたら一緒に楽しむことができるかを一生懸命考えてきてくれたので、とても充実した時間を過ご

すことができました。同じ金成地区の小学生同士、交流を深めることができました。 

 

 

 


